
「第４２回全国中学生人権作文コンテスト」秋田県大会実施要領

１ 名 称

「第４２回全国中学生人権作文コンテスト」秋田県大会

２ 主 催

秋田地方法務局、秋田県人権擁護委員連合会及び秋田県人権啓発活動ネットワ

ーク協議会

３ 共 催

秋田魁新報社

４ 後 援

秋田県教育委員会、秋田県ＰＴＡ連合会、秋田県小・中学校長会、ＮＨＫ秋田

放送局、ＡＢＳ秋田放送、ＡＫＴ秋田テレビ、ＡＡＢ秋田朝日放送、エフエム秋

田及びブラウブリッツ秋田

５ 趣 旨

次代を担う中学生が人権問題について作文を書くことによって、人権尊重の重

要性、必要性についての理解を深めるとともに豊かな人権感覚を身に付けること、

及び入賞作品を広く一般に周知広報することによって、地域社会に人権尊重思想

を根付かせることを目的とする。

６ 応募規定

(1) 対象

秋田県内の中学校、義務教育学校の後期課程及び特別支援学校の中学部に在

学する生徒

(2) 作文の内容

日常の家庭生活、学校生活、グル－プ活動あるいは地域社会との関わりなど

の中で得た体験等を通じて、基本的人権の重要性、必要性について考えたこと

などを題材としたものとする。

(3) 応募原稿の枚数

ア 学校名、学年、氏名及び題名を除いて、４００字詰原稿用紙５枚以内とす

る。外国語で作文を作成した場合又は視覚に障害があり、点字若しくは録音



テープで作文を作成した場合には、それぞれ４００字詰原稿用紙５枚以内の

翻訳文、墨字又は反訳文とする。

なお、５枚を超えた場合は、審査の対象とならない。

イ 学校名、学年、氏名（ふりがな）及び題名を原稿用紙の１枚目右端欄外に

明記する。

(4) その他

ア 応募は一人１作品とする。

イ 学校ごとに作品を取りまとめて、作文の原本に別紙１「『第４２回全国中

学生人権作文コンテスト』秋田県大会応募作品送付書」（以下「送付書」と

いう。）を添付して提出する。

７ 応募期限及び提出先

令和５年９月１日（金）までに、各地区協議会に提出する。

８ 予選及び推薦

秋田地方法務局人権擁護課、管内支局及び各地区協議会で定めた審査員により

地区予選を行い、代表作品を次のとおり秋田県大会に推薦する。

(1) 推薦基準

代表作品数は、各地区協議会における応募総数に応じて、次のとおりとする。

５００編未満の場合 ５編

５００編以上 ７００編未満の場合 ６編

７００編以上 ９００編未満の場合 ７編

９００編以上１，１００編未満の場合 ８編

１，１００編以上１，３００編未満の場合 ９編

１，３００編以上１，５００編未満の場合 １０編

１，５００編以上 １１編

(2) 推薦方法

各地区協議会は、代表作品の原本に別紙２「第４２回全国中学生人権作文コ

ンテスト」秋田県大会推薦作品一覧表」を添付して推薦する。

(3) 推薦期限

令和５年９月８日（金）

９ 秋田県大会審査会

上記８に基づき各地区協議会から推薦された代表作品について、秋田県大会と

しての審査を次のとおり行い、表彰する。



審査員（予定）

秋田市立新屋図書館 伊 藤 一 氏

秋田魁新報社

秋田県教育委員会

秋田県人権擁護委員連合会長

秋田県人権擁護委員連合会子ども人権委員長

秋田地方法務局長

秋田県人権擁護委員連合会長が指名した審査員２名

10 表彰等

(1) 入賞発表の日（予定）

令和５年１０月１３日（金）

(2) 表彰（予定）

ア 最優秀賞（４編）

秋田地方法務局長賞

秋田県人権擁護委員連合会長賞

秋田県教育委員会教育長賞

秋田魁新報社賞

イ 優秀賞（９編）

ウ 奨励賞（若干編）

(3) 副賞等（予定）

上記(2)の各賞受賞者に対して記念品を贈呈するほか、応募者全員に参加賞

を贈呈するので、応募者については、各応募校において把握する。

(4) 感謝状

多数の生徒から連年の応募があるなど、感謝状を贈呈する相当の理由がある

と認められる学校に対して、主催者から感謝状を贈呈する。

(5) 表彰式（子ども人権デーの集い）（予定）

最優秀賞の作品について表彰式及び作品の発表会を実施する。

表彰日 令和５年１１月７日（火）

場 所 五城目町立五城目第一中学校

11 その他

(1) 応募作品は、返却しない。

(2) 応募作品は、未発表のものに限る。

(3) 応募作品の著作権は、主催者に帰属するものとする。



(4) 入賞作品については、応募者の学校名、学年及び氏名（下記(7)の場合を除

く）並びに作品の内容を公表し、「秋田県大会作品集」（冊子）に収録して県

内小中学校及び関係機関に配布するとともに、秋田地方法務局ホームページ、

報道機関及びインターネット等で公表し、人権啓発活動に活用する。さらに、

当該公表作品について、法務省以外の第三者による刊行物への掲載を許可する

ことがある。

(5) 上記(4)について、地方公共団体等の広報紙や学校の教材等への転載を許可

する場合も含め、改めて本人の承諾を求めることはしないので、作品の公表を

望まない場合は、あらかじめ申し出ること。

(6) 最優秀賞を受賞した作品の中から、法務省及び全国人権擁護委員連合会が主

催する「第４２回全国中学生人権作文コンテスト」実施要領７(1)の推薦基準

に従い、代表作品を中央大会に推薦する。

(7) 作品の公表に当たって、応募者が希望する場合は、氏名を匿名として公表す

る。

(8) 本要領に定めのない事項について必要と認めるものは、各地区協議会におい

て適宜定めて実施するものとする。



《作品の送付先》

秋田人権擁護委員協議会

〒010-0951 秋田市山王七丁目１番３号

秋田地方法務局人権擁護課内 ℡０１８－８６２－１４４３

能代人権擁護委員協議会

〒016-0803 能代市大町５番３６号

秋田地方法務局能代支局内 ℡０１８５－５４－４１１１

本荘人権擁護委員協議会

〒015-0874 由利本荘市給人町１７番

秋田地方法務局本荘支局内 ℡０１８４－２２－１２００

大館人権擁護委員協議会

〒017-0804 大館市柄沢字狐台７番地７３

秋田地方法務局大館支局内 ℡０１８６－４２－６５１４

大曲人権擁護委員協議会

〒014-0034 大仙市大曲住吉町１番４５号

秋田地方法務局大曲支局内 ℡０１８７－６３－２１００



別紙１

｢第４２回全国中学生人権作文コンテスト｣秋田県大会

応　募　作　品　送　付　書

（学校名）

１． 応募作品送付数 編

２． 校内応募生徒数 人

３． 生徒総数 人

（注） １．応募作品送付数欄には、各地区協議会へ提出した応募作品数を記入してください。

２．校内応募生徒数欄には、作文を書いた生徒数(各地区協議会提出分を含む)を記入してください。

３．生徒総数欄には、全校生徒数を記入してください。
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